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S-1108の 外科領域感染症に対する臨床的検討
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新 しく開発されたエステル型経ロセフェム系抗生剤であるS-1108の 外科領域感染症に対す

る有効性および安全性 について検調 した。

臨床結果は著効3例,有 効4例,や や有効1例,判 定不能3例 であった。細菌学的効果は,

細 菌が分離された6例 で,消 失4例,減 少1例,不 変1例 であった。副作用は全例に認められ

ず,臨 床検査値の異常 も認められなかった。
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S-1108は 塩 野義製薬株式会社研究所で新 しく開発

されたエステル型経ロセフェム系抗生剤である。本剤

は抗菌活性を有す るS-1006の4位 カルボ ン酸にビバ

ロイルオキシメチル基をエステル結合させることによ

り経口吸収性を高め,経 口投与時に主として腸管壁の

エステラーゼにより加水分解 されて,活 性型S-1006

と して循環血液中に分布 し,優 れた抗菌活性を示す薬

剤である。活性型S-1006は グラム陽性,グ ラム陰性

菌に対 し広範囲の抗菌スペク トラムを有 し,ま た各種

β-lactamaseに 対 して安定で,本 剤酵素産生株にも

強い抗菌力を示す ことが報告されている1)。

対象患者は1990年10月 よ り1991年11月 までに来

院 し,治 験参加の同意の得 られた11名 であった。男

性6名 女性5名 で年齢は47歳 から79歳 で あった。患

者の内訳は胆管炎3例,膿 瘍3例,瘡2例,創 感染1

例,感 染性粉瘤1例,化 膿性 リンパ節炎1例 であ っ

た。投与方法は本剤75mgま たは100mg(力 価)錠

を使用 し,1日 投与量 は5例 で75mg×3回,6例

で100mg×3回 であり全例食後投与 とした。また投

与 日数は4日 間か ら10日 間で総投与量は900mgか

ら3000mgで あ った。

効果判定は臨床症状,検 査所見から主治医により著

効,有 効,や や有効,無 効の4段 階の判定を行 った。

また本剤の有効性を判定するのに不適当と考えられる

症例については判定不能とした。安全性は,本 剤の投

与に起因すると考え られる副作用および臨床検査値の

異常変動か ら判定 した。

結果の概要 はTable 1に 示 した。胆管炎は著効2

例,有 効1例,膿 瘍は有効1例,判 定不能2例,痴 は

著効1例,有 効1例,感 染性粉瘤は有効1例,創 感染

はやや有効1例 であ り,化 膿性 リンパ節炎は後日結核

性 リンパ節腫とわか り判定不能 とした。細菌学的効果

は起炎菌が分離 されたものは6例 で,消 失が4例,減

少が1例,不 明が1例 であった。副作用は全例に認め

られず,本 剤に起因すると考えられる臨床検査値の異

常 も認められなかった(Table 2)。

症 例9は 左下腿化膿創(外 傷後)で,膿 性分泌が漿

液性となったが,軽 症の化膿であったので,や や有効

とした。

症例4は 皮下腫瘍でcarumonam (CRMN) を投

与 し無効のため,本 剤を投与 し有効であったが,本 剤

使用開始後 もCRMNを 併 用 していたので,判 定不能

と した。

症例6は 左頬部膿瘍で切開排膿 し開放創としたた

め,本 剤の効果について は判定不能と したが,症 状の

経過 は良好で本剤の効果 も否定で きない症例であっ
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た。

症例11は 右鎖骨上窩化膿性 リンパ節炎の疑いで,

本剤を投与 したが,後 日結核性 リンパ節腫 と判明 した

ので判定不能と した。

今回の外科領域感染症の臨床的検討では,PhaseII

までの全国集計1)と ほぼ同 じ成績であり,胆 管炎を中

心として外科領域の中等症以下の感染症に対 して有用

性の高い薬剤と考え られる。
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The clinical efficacy and safety of S-1108, a new oral cephem antibiotic, were evaluated

in various surgical infections. Clinical efficacy was assessed in 11 cases. The clinical result

was excellent in 3, good in 4, fair in 1 and unevaluable in 3. The bacterial response was

investigated in 6 patients from whom bacteria were isolated. The result was eradication in

4, decrease in 1 and unknown in 1. There were no side effects or abnormal laboratory

findings.


